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訂正内容 

頁 内 容 

本文 

131ページ 

問106 

選択肢ｄ 

（誤）旅客の都合により予約便に乗り遅れた場合、払い戻し額は、旅

客施設使用料の 370 円＋370 円＝740 円のみである。 

 ↓ 

（正）旅客の都合により予約便に乗り遅れた場合、払い戻し額は、旅

客施設使用料の 2,900 円＋370 円＋370 円＝3,640 円である。 

解答・解説集 

13ページ 

問27 

選択肢ｄ 

（誤）ｄ．誤り。８月30日に長野～名古屋間を乗車した場合、資料の「ＪＲ

東日本とＪＲ東海とをまたがって運転する在来線特急列車を利用す

る場合のシーズン別特急料金のカレンダー」より、閑散期であることが

わかる。繁忙期の長野～名古屋間（営業キロ 250.8 キロ → 251 キロ

分）の指定席特急料金は、2,950 円＋200 円＝3,150 円である。 

 ↓ 

（正）ｄ．誤り。８月30日に長野～名古屋間を乗車した場合、資料の「ＪＲ

東日本とＪＲ東海とをまたがって運転する在来線特急列車を利用す

る場合のシーズン別特急料金のカレンダー」より、閑散期であることが

わかる。閑散期の長野～名古屋間（営業キロ 250.8 キロ → 251 キロ

分）の指定席特急料金は、2,950 円－200 円＝2,750 円である。 



 

 

解答・解説集 

14ページ 

問28 

（訂正後） 

〔問 28〕正解 ｄ 

ａ．誤り。小児１人に同伴される幼児が普通列車の普通車自由席を利用す

る場合は、幼児２人まで運賃が不要である。したがって、小児１人分の運

賃が必要である。 

ｂ．誤り。幼児が特急列車の普通車指定席を幼児だけで使用する（座席を

占有する）場合、大人又は小児に同伴されていても、小児の運賃・特急

料金が必要となる。したがって、本問の幼児については小児１人分の運

賃・特急料金が必要である。 

ｃ．誤り。大人と幼児が特急列車の寝台を利用する場合、１つの寝台を２人

で同時に利用でき、寝台料金は１寝台分でよい。なお、運賃・特急料金

は実乗車人員分が必要となる。大人１人に同伴される幼児は、幼児２人

まで運賃・料金が不要である。したがって、大人１人分の運賃・特急料金

と１人分の寝台料金が必要となる。 

ｄ．正しい。寝台特急の２人用個室は、実際に利用する人数にかかわら

ず、個室単位料金で発売され、大人２人分の特急料金と２人分の個室寝

台料金がセットになっている。なお、運賃は実乗車人員分でよい。本問

の場合、寝台特急の２人用個室１室内において大人１人に幼児１名が同

伴されているため、幼児１人は無賃扱い（運賃不要）となる。したがって、

寝台特急の２人用個室に大人１人と幼児１人が乗車する場合、大人１人

分の運賃、大人２人分の特急料金と２人分の個室寝台料金が必要であ

る。 

解答・解説集 

65ページ 

問119（２） 

選択肢ｃ 

（誤）ｃ．誤り。予約変更ができる運賃の航空券の有効期間は、発行日当

日及び発行日の翌日から起算して１年間有効である。「ANA FLEX」

は予約変更ができる運賃である。６月７日に航空券を購入（発行）した

場合の有効期間満了日は、取消日にかかわらず、発行日（６月７日）

の１年後の６月７日である。 

 ↓ 

（正）ｃ．誤り。予約変更ができる運賃の航空券の有効期間は、発行日当

日及び発行日の翌日から起算して１年間有効である。「ANA FLEX」

は予約変更ができる運賃である。４月７日に航空券を購入（発行）した

場合の有効期間満了日は、取消日にかかわらず、発行日（４月７日）

の１年後の４月７日である。 

以 上 

 


